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（目　的）Scinticameraを使用したRCGは非観血

的で患者に与える苦痛が少なく、心疾患のスクリーニ

ングとしてすぐれた検査法である。　特に小児に対す

るものとして適している。　しかし診断の為には関心

領域（RDI）を決め、　time　activity　curveを作成

する必要がある。　従来この為にはVTRに録画した

Scinticameraの情報をmem・rysc・peに再生し、その

像をもとにROIを決め、　tirne　activity　curveを作

成していたが、右心・肺・左心の重なりがなく、出来

るだけ広いROIを決めるにはかなりの時間と労力を

必要とした。　そこで私達はpeak　timeに関するfu－

ncti・nal　imageを応用して自動的にROI決定を試

み、かっ決定されたROIをもとにtime　activity

curveの作成を行なつたので、方法及び結果を報告す

る。

（方　法）Dataの収集にはPho－GarnmaHP型Scir

ticarneraとCDS－4096を使用し、仰臥位の患者

の肘静脈より99mTcD4　2～5mCiを食塩水2～5
mlでf！ushしbolusとして注人し、注人と同時に

Scinticameraで検出されたimageをO．・6秒間ずっ

CDS－4096にst・reし，順次磁気テープに書き出し

1件当り20～25秒間Data収集を行なった。　次に

この磁気テープをIBM370－135型computerによ
りData処理を行なった。

　Data処理の方法は磁気テープの情報を1frameずつ

Computerに読み込みsmoothingを行なった後64×
64のmatrix　．の各点毎にpeak　c・untになるまでの

時間（frame数）を求めてpeak　timeに関するfunc－

ti・nal　imageを作成し、等しいpeaktimeの場所を

抽出することにより、右心・肺・左心等のROIを決

定した。　さらにこのROIをもとにtime　activity

cur・veを作成した。

（結　果）以上の方法により小児のRCGdataの処
理を行なった所、右心・肺・左心を分離して抽出する

ことが出来、かつtime　activi　ty　curveも作成するこ

とか出来た。
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